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研究課題 

新学習指導要領の趣旨等を実現するための教育課程の編成，指導方法等の工夫改善に関

する実践研究 

○ 新学習指導要領の趣旨等を実現するため，教科「福祉」における教育課程の編成，指

導方法及び評価方法等の改善に関する実践研究，並びに新学習指導要領に基づく各科目

の目標や内容に照らした生徒の学習の実践状況を把握する研究 
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わかやまけんりつありだちゅうおうこうとうがっこう       

和歌山県立有田中央高等学校（427人）   

所在地（電話番号） 

〒643-0021 

和歌山県有田郡有田川町下津野 459 

 電話 0737-52-4340   FAX 0737-52-6749 

研究内容等掲載ウェブサイト URL http://www.aridachuo-h.wakayama-c.ed.jp 

研究のキーワード 

指導と評価の計画  指導と評価の一体化  観点別評価資料  観点別評価の総括 

研究成果のポイント 

○ 「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（高等学校 専門教科 福祉）国立教育

政策研究所 教育課程研究センター」に準じて研究成果資料－（１）単元の目標（２）単元元の評価

規準（３）指導と評価の計画（４）観点別評価資料（５）学習の実現状況－を作成した。 

○ 「社会福祉基礎」の授業における評価方法の工夫改善及び観点別評価の具体的な展開について，４

校協同で研究できた。 

○ 生徒が主体的に取り組み，思考力・判断力・表現力を育む「社会福祉基礎」の授業の在り方につい

て深めることができた。 

１ 研究主題等 

（１）研究主題 

教科「福祉」の授業における指導方法及び評価方法の工夫改善と学習習熟状況に関する研究 

～指導と評価の一体化により思考力・判断力・表現力を育む授業実践～ 

 

（２）研究主題設定の理由 

本校では，特別支援教育の観点を取り入れた授業改善に取り組むとともに，福祉科の各科目 

の授業において，基本的な知識と技術の修得の徹底と，主体的な学習態度及び課題解決能力を

育むための授業改善に努めてきた。平成 25 年度は教育課程研究指定校事業において「医療的

ケア」の授業展開に必要な指導計画，指導略案，その他の教材を作成し，「生活支援技術」に

おいて，思考力・判断力・表現力を育むための指導と評価の在り方について考察することがで

きた。科目「社会福祉基礎」においても，「福祉の理念と意義」を理解し，社会福祉に関する

基本的な知識と技術の習得，主体的な学習態度の育成及び課題解決能力の向上を目指した授業

展開及びそれらを適切に把握するための評価規準や評価方法，適切な課題や評価規準の設定と

評価を活用した指導の改善について研究を深めることが必要であると考えた。 

 

（３）研究体制 

 有田中央高等学校教育課程研究運営指導委員会  

和歌山県教育委員会学校教育局県立学校教育課  福祉科担当指導主事・教育課程研究担当指導主

事 

  

  教育課程研究推進委員会  

 

 教育課程研究委員会 

校長・教頭・教務部長・福祉科 福祉科教諭 ２名 

福祉科実習助手 １名       



（４）２年間の主な取組 

平

成

26

年

度 

・「社会福祉基礎」の学習内容及び観点別評価の研究・公開授業と研究協議 

・静岡県立磐田北高等学校訪問（10月17日） 

・埼玉県立誠和福祉高等学校訪問（11月21日） 

・三重県立伊賀白鳳高等学校訪問（12月 11日） 

・和歌山県立有田中央高等学校指定校訪問（研究授業・研究協議）（１月 14日） 

・和歌山県立有田中央高等学校研究授業・研究協議（１月 15日） 

・平成 26年度国立教育政策研究所教育課程研究センター関係指定事業研究協議会（２月５日） 

平

成

27

年

度 

・「社会福祉基礎」の資料作成及び学習の実現状況の分析・公開授業と研究協議 

・三重県立伊賀白鳳高等学校訪問（研究協議）（６月 18日） 

・静岡県立磐田北高等学校訪問（研究協議）（８月21日） 

・埼玉県立誠和福祉高等学校訪問（研究協議）（９月28日） 

・静岡県立磐田北高等学校訪問（研究協議）（10月23日） 

・和歌山県立有田中央高等学校（研究協議）（12月４日） 

・平成 27年度国立教育政策研究所教育課程研究センター関係指定事業研究協議会（２月５日） 

 

２ 研究内容及び具体的な研究活動 

（１）研究内容 

平成 26 年度はそれぞれの研究指定校において，「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善

のための参考資料（高等学校 専門教科 福祉）平成 24年 11月 国立教育政策研究所 教育課程

研究センター」に準じて「社会福祉基礎」の授業実践をまとめることができた。今年度はそれ

を基に，４校協同で，（１）社会福祉の理念と意義（２）人間関係とコミュニケーション（３）

社会福祉思想の流れと福祉社会への展望（４）生活を支える社会保障制度について資料作成を

行った。資料は単元ごとに（１）単元の目標（２）単元の評価規準（３）指導と評価の計画（４）

観点別評価資料（５）学習の実現状況で構成されており，各研究指定校において実践している

授業内容である。また，「学習の実現状況」の分析に至った過程を明確にし，社会福祉に関す

る基本的な知識と技術の

習得，課題解決能力の向

上を目指した授業展開，

及びそれらを適切に把

握するための評価規準

や評価方法について 5

回の研究協議会を行い，

互いに研鑽を深めるこ

とができた。本校は「（３）

のイ：日本における社会

福祉」及び「（４）のエ：

高齢者福祉と介護保険

制度」を担当した。 

（２）具体的な研究活動 

① 科目「社会福祉基礎」

における指導方法及び

評価方法等の改善に関

する実践研究， 

担当した単元について，

授業実践を通して，指導

方法及び評価方法等の改

善を行った。学習指導要

領の「単元の目標」の実

現を目指し，「単元の評価

規準」との整合性を確認

図 1  指導と評価の計画 



しながら，各時間の指導の【ね

らい】を設定した上で，学習活

動を適切に配置し，「指導と評

価の計画」（図１）を作成した。

評価方法として活用したワー

クシートや板書計画，ペーパー

テスト等について，「関心・意

欲・態度」，「思考・判断・表現」，

「技能」及び「知識・理解」に

整理し，指導の目標及び内容と

対応させて評価方法を示した。

また，評価については，「おお

むね満足できる」状況（「Ｂ」）を基準とし，「十分満足できる」状況（「Ａ」），と判断した具体例及

び「努力を要する」状況（「Ｃ」）と判断した生徒への指導の手立てについて示した。（図２）  

 また，単元ごとの評価の総括として，科目の目標や内容に照らした生徒の学習の実現状況を把握

するために，観点別評価結果を数値になおし，実現状況及び観点別に学習の成果や課題等について

分析した。 

② 「社会福祉基礎」の指導略案，

ワークシート等の作成   

毎時の授業の板書型「指導略案」    

（図３）を作成することで，授業     

目標を明確にし，確実に身に付ける  

基礎・基本の知識を整理し，思考力 

や表現力を育むための課題設定を行 

うことができた。「指導略案」の上段  

が「板書計画」で，確実に習得しな  

ければならない基礎的な知識や考え   

方を示している。「分かる」ための工  

夫として，平易な言葉を使ったり，  

具体的に説明するだけでなく，根拠   

をよく理解させ，対話を通して考え 

させることで基礎的な知識の定着を 

図るようにしている。  

下段は，スライド資料の内容，課  

題及び評価規準を示している。ワー  

クシートの課題設定に当たっては，  

学習の目標を達成するのに効果的な 

課題か，生徒にとって考えがいのあ 

る課題か等を検討する必要がある。     

また，記述，説明，話合い，まと 

め，発表等，言語活動の充実に留意  

した。 

社会福祉の理念といった抽象的な 

概念を学ぶには，具体例や事例を効 

果的に活用することが必要である。 

配付したプリントは資料としてノ

ートに貼って整理するよう指導して

いる。（図４） 

グループワークでは，生徒が個人の   

考えをしっかり持った上で話合い活    

動を行い，まとめは個人で行うよう  

図２ ワークシートの評価の観点 

図３ 板書型「指導略案」 



にしている。ワークシートは可能な限り  

下書きをし，推敲したものを清書してか   

ら提出させている。（図５） 

課題に取り組んでいる間，机間巡視に  

より生徒の学習状況の瞬間的な見取り  

ができ，具体的な指導につながる「指導  

に生かす評価」として，ワークシートを  

活用している。また，「記録に残す評価」 

については，ワークシートの記述を評価  

規準に基づいて判断し，学期若しくは年  

間の総括に集約する評価である。 

 
 ３ 研究の成果と課題 

（１）成果 

○ 「評価規準の作成，評価方法等の 

工夫改善のための参考資料（高等学  

校専門教科 福祉）国立教育政策研  

究所教育課程研究センター」に準じて 

研究成果資料を作成した。 

○ 「社会福祉基礎」の授業における評  

価方法の工夫改善と観点別評価の具 

体的な展開について，４校協同で研究 

でき，考察を深めることができた。 

○ 生徒が意欲的かつ主体的に取り組む

ための「社会福祉基礎」の指導方法及

び評価方法の工夫改善により，生徒の

授業への取組を意欲的なものとし，思

考力や表現力を高める授業展開となっ

た。 

○ 「指導と評価の計画」の作成により，

評価がバランスよく配置でき，「学習の

実現状況」を分析することで，指導の

振り返りができた。 

（２）課題 

○ 生徒が取り組む「課題」の設定：生徒の効果的な学びのためには課題の設定が重要である。

課題解決型の学習において，授業のねらいが達成される課題であるか，また，指示の内容が

具体的で目的に合っているかを検討する必要がある。 

○ 効果的な協同的学習：言語活動を活発に行うためには，適切な課題設定だけでなく，グル 

ープワークのルール作りや人間関係の構築，ホワイトボードやその他の道具，座席の配置等 

の環境整備が必要である。 

○ 「知識・理解」以外の観点についての評価問題：評価問題については，指導内容に即して 

いるか，評価の客観性が保たれるか，生徒の実態に合っているか等の観点から検討し，「関心・

意欲・態度」の観点については，例えば自分が課題であると考えた内容を挙げたり，「思考・

判断」の観点については，知識と知識を繋げる問いや，知識をベースに論理的な思考が求めら

れる問いを作成し，評価に活用する。 

（３）指定期間終了後の取組 

   生徒の意欲的かつ主体的に学ぶ態度の育成が求められている。能動的に取り組める学習形態 

として，例えば討論や説明，感想の発表，生徒同士の学びの共有，協働してまとめる等の多様 

な活動を取り入れることは効果的であるが，新聞記事や具体的な事例を取り入れる等，学習内 

容に興味が持てるような工夫も重ねていく必要があると考える。 

図 ４ 生徒のノート 

図 ５ 課題ワークシート 


